
ウィキペディアを利用した情報源評価の学習教材 

庄 ゆかり 1), 稲垣 知宏 2) 

1) 広島文教女子大学 教養教育部 

2) 広島大学 情報メディア教育研究センター 

ysyou@h-bunkyo.ac.jp 

 

概要：ウィキペディアを用いて情報源の評価法を学ぶ大学生用の学習教材を開発した。

2 度の実践により、情報源の評価を通じて情報の信頼性を判断するという学習の必要

性を確認した。説明や手順をさらに明確にすることが、今後の課題である。 

 

1  はじめに 

情報活用能力は知識基盤社会に生きる私たち

にとって必須の能力であり、学校教育の中で能力

を育成する必要がある。情報活用能力は、子ども

の成長と学習内容に合わせて継続的に展開[1]する

ことで身に付くものであると指摘されている。

小・中学校においては、情報活用の基本である調

べてまとめて発表する「調べ学習」が、学校図書

館を中心に各教科で実践されている。対して、学

習内容と現実社会のつながりを考え、情報源を評

価する等のより発展的な探究型学習の高等学校に

おける教育は学校毎に取り組み方が異なり、不十

分なまま終わっている場合も少なくない。このた

め、大学新入生の情報活用能力には大きな差が生

じている。 

私たちは、情報源として広く利用されているウ

ィキペディアを対象に、情報源評価について学ぶ

大学生用の学習教材開発を進めている。本研究で

は、これまでの実践結果と今後の課題を報告する。  

 

2 方法 

2.1 3つのステップ 

これまでの研究では、以下の 3つのステップか

らなる教材を開発し、実践で利用している。 

ステップ 1 

 ウィキペディアによる情報調査 

ステップ 2 

 「検証可能性」についての学習 

  ・ウィキペディア三大方針の意味 

   （中立的な観点、独自研究は載せない、  

    検証可能性） 

  ・情報源の種類 

   一次資料、二次資料、三次資料の違い 

  ・情報源の示され方 

ステップ 3 

 調査に使用した記事の信頼性を検証 

 

2.2 演習シート 

ステップ 3では、演習シートを使用する。演習

シートの主要部分は、ステップ 1 の情報調査直後

の記事に対する印象調査、記事の部分コピー、ス

テップ 3 で信頼性検証作業後の記事の信頼度評価

調査である。 

 

3 結果 

3.1 実践 1 

H27年度前期広島文教女子大学「人間科学基礎

研究Ⅰ」（2 年次）第 13 回において授業を実施し

た。履修学生数は 318名である。それまでの授業

内容から調査テーマはダグラス・マッカーサーと

 

 

図 1 ウィキペディアの内容に関する三大方針 

 



し、記事の印象を点数で評価したのち、ステップ

2の解説を行った。ステップ 3として、ダグラス・

マッカーサーの記事および秀逸な記事の一つであ

るアンネ・フランクについての記事の情報源が示

されている部分に赤線をひき、情報源の種類を文

献リストで調べたのち、ダグラス・マッカーサー

の記事の信頼性を点数で評価した。 

文献参照形式の違いに慣れない学生は、情報源

が示されている部分に赤線を引く作業に手間取っ

た。また、一次資料・二次資料の信頼性の違いに

ついて、ウィキペディア自体の説明を用いた解説

では十分に理解できない学生が多かったため、第

14回の授業でフォローアップを行った。 

学生による授業の感想（コメント）には、記事

中の参照番号について学べた、文献リストを初め

て見た、ウィキペディアは全部正しいと思ってい

た、先生がウィキペディアはダメと言ったので信

頼できないと思っていた、ウィキペディアはいろ

んな人が書いているとは知らなかった、などがあ

った。 

 

3.2 実践 2 

H27 年度後期広島大学「情報活用演習」（1 年

次）第 3 回で授業を実施した。履修学生数は９名

である。実践 1 と同じ記事・演習シート（一部修

正）を使用し、同様の手順で授業を行った。 

ステップ 2では、信頼性の解説を、ウィキペデ

ィアの説明を読ませ、説明に現れる、「第三者によ

り出版された信頼できる情報」「事実確認や正確さ

に定評のある情報」の２点について詳しく分析し

た上で一次資料・二次資料について解説した。 

情報源の確認をする作業では、情報源が示され

ていない部分について、その著者が参照したであ

ろう資料を探そうとする学生が複数いたため、下

線を引いた箇所を発表させることで参照箇所の確

認を行った。 

 

3 考察 

2 つの実践により、学生は文献参照という概念

を理解していないことが判明した。つまり、情報

源を確認・評価するという情報の信頼性判断の方

法を学習していなかったことになる。ウィキペデ

ィアでは記事の作成に関する情報を公開しており、

大半の記事では文献参照が行われ文献リストも提

示されているが、学生にとっては不要な情報、あ

るいは付加的な情報としての意識しかなかったと

いうことだろう。 

また、ウィキペディアの信頼性について学習経

験がある学生も、指導内容をそのまま受け入れて

しまい、他の情報源について評価する能力へは必

ずしもつながっていない。 

以上により、大学生に対して情報源評価につい

て学習させることが必要であることが分かった。 

 

4 課題 

情報源の種類と演習作業については、より明確

な説明方法が必要であり、改善が求められる。ま

た、教材の評価法を検討しなくてはならない。 
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図 2 実践 1 で用いた演習シート（一部） 

 

図 3 一次資料・二次資料解説用授業スライド 


